
里川研究掲示板
当センターでは、「里川」というコンセプトについて研究活動をしています。

このコーナーでは、活動動向を随時お知らせしてまいります。

中間研究会開催
共同研究里川も開始後１年を迎えようとしています。このプロジ

ェクトの特徴は、社員やセンタースタッフがボランタリーに参加す
る「社会人提案型研究」ということです。2005年１月27日には、東
京で中間研究会を開催し、沖大幹、嘉田由紀子、陣内秀信、鳥越皓
之の４名の企画研究委員とディスカッションが行なわれました。

現在進行している研究は、地元の川に

対する自己の記憶を掘り起こしたものや、

川辺の集客を問題に据えたもの、都市部

における流れの再生を意図したものなど、

バラエティーに富んだ研究群となってい

ます。2005年度は、これを継続し、里川

の意味を構成する予定です。

会
社
の
中
で
は
、
自
分
の
関
心
を
仕
事
に

集
中
し
な
い
と
社
員
の
役
割
が
果
た
せ
な
い
。

そ
の
自
分
の
関
心
が
、
研
究
を
通
し
て
、
社

会
で
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
に
あ
る
の
か

を
知
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

研
究
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
社
員
は
元
気

に
な
る
。
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
社
員
の
自
己

実
現
の
舞
台
を
提
供
す
る
の
が
、
こ
う
し
た

研
究
の
大
き
な
意
味
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

好
奇
心
に
応
じ
て
仲
間
が
で
き
、
そ
れ
が
社

会
的
な
広
が
り
を
持
つ
こ
と
も
意
義
深
い
。

里
川
研
究
の
よ
う
に
、
企
業
の
社
員
が
楽

し
み
な
が
ら
川
を
調
べ
よ
う
と
い
う
活
動
は
、

挑
戦
的
な
試
み
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
各
人
が
仕

事
の
中
で
得
た
技
能
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
社
会

と
接
点
を
持
っ
た
と
き
異
な
る
形
で
現
れ
る

か
ら
だ
。
例
え
ば
、
営
業
で
人
つ
き
あ
い
が

う
ま
い
人
は
、
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
て
ど

ん
ど
ん
友
達
を
つ
く
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
知
識
、
記
憶
な
ど
を
、

仕
事
の
現
場
と
は
異
な
る
文
脈
の
中
に
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
研
究
で
、
単
に
「
会
社

だ
け
の
試
み
」
を
超
え
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
の
第
一
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
引
出
し
を
た
く
さ
ん
つ
く
ろ
う
」
だ
。

人
間
の
頭
の
中
に
は
、
引
出
し
が
あ
る
。
た

だ
、
そ
の
引
き
出
し
方
が
わ
か
ら
な
い
。
引

き
出
し
方
が
う
ま
く
な
る
に
は
、
会
社
の
外

に
一
歩
出
て
、
地
域
に
と
っ
て
の
「
よ
そ
者
」

に
な
っ
て
み
る
こ
と
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

実
は
、
引
出
し
と
知
恵
を
た
く
さ
ん
持
つ

人
を
「
生
活
者
」
と
呼
ぶ
。
企
業
人
が
生
活

者
に
な
る
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

知
恵
と
は
、
引
出
し
を
引
っ
張
り
出
す
ソ
フ

ト
、
状
況
に
応
じ
て
自
分
の
引
出
し
を
使
い

こ
な
す
能
力
の
こ
と
だ
。
生
活
者
に
な
っ
た

度
合
い
を
「
生
活
者
度
」
と
呼
ん
で
も
面
白

い
と
思
う
が
、
そ
の
生
活
者
度
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
、
結
局
は
企
業
の
現
場
で
プ
ラ
ス

に
働
く
こ
と
に
な
る
。

要
は
、
企
業
人
で
は
な
く
生
活
者
と
し
て

研
究
と
か
か
わ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に

生
活
者
度
も
上
が
る
し
、
知
恵
も
増
え
る
。

そ
れ
が
社
員
の
全
人
的
な
自
己
実
現
に
つ
な

が
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
里
川
研
究
の
ス

タ
イ
ル
は
、
会
社
と
も
適
度
な
距
離
が
保
た

れ
、
社
会
的
な
意
味
も
追
い
求
め
た
、
面
白

い
形
だ
。

（
２
０
０
５
年
２
月
４
日
・
文
責
編
集
部
）

現在進行中の研究一覧

■「庄内川水系における多自然型河川と里川の可能性」

■「半田の隆盛を支えた半田運河（十ヶ川）の現代における地域住民との距離」

■「なつかしい阿木川」

■「身近な水収支の調査手法開発〜半田市・阿久比川を題材に〜」

■「里川研究のための予備調査〜研究内容の設定へ向けて〜」

■「働く人の水意識」

■「里川・阿久比川流域の100年間の環境変遷」

■「都市に暮らすＯＬの『水に関する意識』を探る〜里川との接点はあるのか〜」

■「地域コミュニティとして、最小支流域は機能するか」

■「上下水道技術に見る里川性—生活世界の技術論の可能性」

里
川
研
究
も
中
間
地
点
に
き
た
の
を
機
に
、

企
業
人
が
市
民
研
究
に
携
わ
る
意
味
に
つ
い

て
企
画
研
究
委
員
の
嘉
田
由
紀
子
さ
ん
に
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

里
川
研
究
と
い
う
挑
戦
の
意
味
嘉
田
由
紀
子

企
業
社
員
が
川
と
か
か
わ
り
、
生
活
者
度
が
上
が
る
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■水の文化20号予告

特集「消防の文化」（仮）

都市防災のかなめは消防活動です

消防とは切っても切れない水

しかし、都市の消防インフラと水との関係は

生活者になかなか見えてきません

火を消し、火災を防ぐために

いま、どのような

活動が行なわれているのか

日本の消防文化とはどのようなものなのか

消防のいまを探ります

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水との関わり」に焦点

を当てた活動や調査・研究などをご紹介してまいります。
ユニークな水の文化楽習活動を行なっている、「水の文化」にかかわ

る地域に根差した調査や研究を行なっている、こうした情報がありまし
たら、自薦・他薦を問いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにて、バックナンバーを提供しています。すべて

ダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

水の文化人ネットワーク　秋の登場者
当センターホームページ・水の文化人ネットワークコーナー。

以下の方々をアップロードいたします。
安達裕之 東京大学大学院総合文化研究科教授

井上章一 国際日本文化研究センター教授

佐藤洋一郎 総合地球環境学研究所教授

松田忠徳 旅行作家・札幌国際大学教授

山口仲美 埼玉大学教養学部教授

編
集
後
記

◆
オ
ラ
ン
ダ
の
柔
軟
な
思
想
は
、
ど
こ
か
東
洋
思
想
に
近
い

も
の
を
感
じ
ま
す
。
日
本
人
に
も
東
洋
的
な
柔
軟
な
思
想
が

底
流
に
あ
る
は
ず
で
す
。
政
府
、
企
業
、
市
民
の
中
か
ら
、

積
極
的
な
発
想
で
、
合
意
を
取
り
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
を
輩

出
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。（
吉
）

◆
合
意
＝
意
思
が
一
致
す
る
こ
と
と
広
辞
苑
に
あ
る
。「
一
致

す
る
こ
と
」
と
「
一
致
さ
せ
る
」
こ
と
で
は
、
大
き
く
意
味

合
い
が
変
っ
て
く
る
。
建
設
的
な
対
立
が
苦
手
な
の
は
、
社

会
的
な
習
慣
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
合
意
形
成
に
向
け
て

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
技
術
の
習
得
に
で
も
励
む
こ
と
に

し
よ
う
。（
新
）

◆
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
街
は
、
決
し
て
車
優
先
の
街
づ
く
り

で
な
い
の
が
印
象
的
で
し
た
。
自
転
車
や
歩
行
者
も
多
く
、

水
上
交
通
も
見
直
さ
れ
て
多
様
化
し
て
い
ま
し
た
。
住
み
良

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
住
民
も
参
加

し
、
意
見
を
合
意
さ
せ
る
活
動
が
大
事
な
よ
う
で
す
。（
日
）

◆
卒
業
旅
行
で
の
、
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
が
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
。
以
来
何
回
か
旅
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
は
オ
ラ
ン
ダ
人

の
様
々
な
智
恵
や
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た

く
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
。
取
材
先
へ
毎
日
往
復
数
時
間
の

ク
ル
マ
の
運
転
と
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
の
ジ

ョ
ー
ク
を
飛
ば
し
続
け
た
後
藤
猛
氏
に
感
謝
、
感
謝
。（
ゆ
）

◆

１
９
７
０
年
代
ま
で
の
「
オ
ラ
ン
ダ
病
」
が
、
い
ま
は

「
オ
ラ
ン
ダ
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
。
大
き
な
政
府
だ
か
ら
経

済
が
沈
滞
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
ら
し
い
。
取
材
す
る

と
、
働
く
こ
と
も
、
子
育
て
も
、
こ
ん
な
国
な
ら
暮
ら
し
は

楽
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
に
し
て
も
、

増
え
る
一
方
の
海
外
労
働
者
を
、
寛
容
に
受
け
入
れ
続
け
る

こ
と
に
疑
問
が
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
が
流
れ
て
い
る
。

か
く
も
合
意
は
悩
ま
し
い
。（
中
）

◆
今
号
で
オ
ラ
ン
ダ
型
合
意
形
成
を
知
り
、
我
が
家
の
ス
タ

イ
ル
と
基
本
的
に
同
じ
こ
と
に
驚
い
た
。
た
だ
し
、
夫
婦
間

で
は
多
数
決
は
あ
り
え
な
い
。
結
局
、
不
特
定
多
数
の
合
意

で
は
な
く
、
一
対
一
で
向
き
合
う
こ
と
の
積
み
重
ね
の
上
に

こ
そ
、
本
来
の
「
話
し
合
い
」「
多
数
決
」
が
意
味
を
持
つ
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。（
賀
）
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